
市は、特産品のお茶をみな
さんに楽しんでもらうため、
茶まつりを開きます。
全国のお茶の品評会で、毎
年上位に入賞する京田辺の玉
露。普段玉露に親しみがない
人も、この機会に甘みのある
玉露を味わってみませんか。
日時＝ 10 月 2 日㈰午前 10
時～午後 3時（天候により中
断する場合があります）
場所＝酬恩庵一休寺参道
内容＝玉露の無料接待・京
田辺茶手もみ技術保存会の会
員による手もみ製茶の実演・

日本茶インストラクターによ
る玉露の淹れ方教室・玉露の
無料配布
申し込み＝不要
問合せ先＝農政課（☎
64-1362）

一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員

会
は
、
市
の
豊
か
な
自
然
の
中
で

名
所
や
旧
跡
を
巡
り
歩
く
「
一
休

さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
１
」
を
行

い
ま
す
。

１４
回
目
と
な
る
今
年
か
ら
は
、

一
般
・
健
脚
コ
ー
ス
に
、
地
元
で

採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
販
売

す
る
「
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
」

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
ど
の
コ
ー

ス
も
、参
加
者
の
体
力
に
応
じ
て
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
日
時
】

１１
月
１２
日
㈯
午
前
９
時
３０
分

出
発
（
受
け
付
け
は
午
前
８
時
３０

分
か
ら
）。
雨
天
決
行

【
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
】

田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場

【
コ
ー
ス
】

▼
初
心
者
コ
ー
ス
（
約
６
㎞
）

＝
運
動
広
場
→
酬
恩
庵
一
休
寺
→

酒
屋
神
社
→
運
動
広
場
▼
一
般

コ
ー
ス
（
約
１１
㎞
）
＝
運
動
広
場

→
酬
恩
庵
一
休
寺
→
酒
屋
神
社

→
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
→
大
御

堂
観
音
寺
→
同
志
社
大
学
京
田
辺

校
地
→
運
動
広
場
▼
健
脚
コ
ー
ス

（
約
１７
㎞
）
＝
運
動
広
場
→
酬
恩

庵
一
休
寺
→
甘
南
備
山
→
酒
屋
神

社
→
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
→
大

御
堂
観
音
寺
→
同
志
社
大
学
京
田

辺
校
地
→
運
動
広
場

【
参
加
費
（
１
人
）】

１
５
０
円（
当
日
は
３
０
０
円
）

中
学
生
以
下
は
無
料
。

【
申
込
方
法
】

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
用
に
、
参

加
コ
ー
ス
、代
表
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
、
返
信
用
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
先
】

〒
６
０
４
・
８
５
６
７〈
住
所
不

要
〉
京
都
新
聞
Ｃ
Ｏ
Ｍ
事
業
推
進

部
内
「
一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」
係

【
し
め
き
り
】

１０
月
３１
日
㈪
（
必
着
）

９
月
末
ま
で
に
申
し
込
ん
だ
人

に
は
１０
月
上
旬
、
１０
月
以
降
に
申

し
込
ん
だ
人
に
は
１１
月
上
旬
に
、

参
加
証
を
発
送
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員

会
事
務
局
（
健
康
衛
生
課
内
、
☎

６４
・
１
３
３
５
）

８
月
２４
日
、中
央
公
民
館
で「
子

ど
も
歴
史
体
験
教
室
」が
開
か
れ
、

市
内
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
校
３
～

６
年
生
３１
人
が
、
土
器
・
は
に
わ

作
り
や
古
代
料
理
を
体
験
し
ま
し

た
。同

教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
に
郷

土
の
歴
史
や
文
化
へ
の
興
味
を
育

ん
で
も
ら
お
う
と
、
教
育
委
員
会

が
企
画
し
た
も
の
で
、
今
年
が

継
体
天
皇
の
筒
城
宮
遷
都
か
ら

１
５
０
０
年
と
な
る
こ
と
を
記
念

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。

土
器
・
は
に
わ
作
り
の
体
験
に

は
１７
人
が
挑
戦
。
講
師
ら
の
指
導

の
下
、
新
聞
紙
を
丸
め
た
土
台
に

土
を
こ
ね
て
張
り
付
け
、
自
由
な

発
想
で
思
い
思
い
の
形
を
表
現
し

て
い
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

作
っ
た
は
に
わ
は
、
し
ば
ら
く

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
焼
き
上
げ
ら

れ
、
１１
月
に
行
わ
れ
る
筒
城
宮
遷

都
１
５
０
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
会
場
を
飾
っ
た
後
、
子
ど
も

た
ち
の
元
に
届
け
ら
れ
る
予
定
で

す
。ま

た
、
１４
人
が
参
加
し
た
古
代

料
理
の
体
験
教
室
で
は
、
黒
米
・

赤
米
な
ど
古
代
米
の
栄
養
素
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、
古
代
米
お
に
ぎ

り
や
夏
野
菜
を
使
っ
た
料
理
な
ど

を
作
り
、
み
ん
な
で
試
食
し
ま
し

た
。妹

と
参
加
し
た
６
年
生
の
山
田

明
日
見
さ
ん
（
１１
）
は
、「
歴
史

も
料
理
も
好
き
な
の
で
参
加
し
ま

し
た
。玄
米
は
よ
く
食
べ
る
け
ど
、

こ
ん
な
お
米
は
初
め
て
。
も
ち
も

ち
し
て
お
い
し
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

市特産の玉露が味わえます
（昨年の様子）

秋
の
京
田
辺
を
歩
い
て
み
よ
う

（
昨
年
の
様
子
）


